
研究背景・研究目的

１．研究背景
　デジタル技術の発展やCOVID-19のパンデミッ
クを契機に、働き方や暮らしの多様化が急速に進
展している。とくに、リモートワークの普及に伴
い、従来のオフィス中心型勤務とは異なる柔軟な
ワークスタイルが注目されるようになっている

（松下、2023）。
　こうした中で、「ワーケーション（workation）」
は、仕事と余暇を組み合わせ、生活圏外で働く新
たな形態として広がりを見せている。Workと
Vacationを組み合わせた造語であるワーケーショ
ンは、観光客が自宅を離れて仕事と余暇を両立さ
せるハイブリッド型観光と定義される（Pecsek、
2018）。仕事と余暇の柔軟な統合は、世界の労働
者や企業の働き方に影響を与えており（Voll et 

al.、2023）、背景には小型機器の普及（Messenger 
& Gschwind、2016）や、COVID-19後のリモー
ト ワ ー ク の 普 及 が あ る（Hermann & Paris、
2020）。
　ワーケーションの広がりは、企業や働き手だけ
でなく、政府や自治体からも期待されており、地
方創生の手段として位置付け、地域活性化や関係
人口の創出に繋げる取り組みが活発化している

（ 劉 ほ か 2023; 城 本 2023; 薗 2023、2024a、
2024b）。政府は「地方創生テレワーク」と名付け、
地方のサテライトオフィスでのテレワークを推進
し、ワーケーション促進に対する各種支援金も整
備している。推進する自治体協議会も創設され、
2022年時点で会員は213自治体にのぼる。

２．先行研究の到達点と課題
　ワーケーションの効果については、主観的ウェ
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ルビーイング、ワークエンゲージメント、地域へ
の愛着形成といった心理社会的側面を中心に科学
的検証が行われてきた（岩浅ほか2022; Lee, Shin 
& Kang 2024; Imai et al. 2025）。加えて、人口減
少に直面する日本では、定住人口の増加のみなら
ず、地域と多様な形で関わる関係人口1）の拡大が、
持続可能な地域社会構築の鍵になるとされ、ワー
ケーションが関係人口創出に与える効果が示唆さ
れている（田中・石山2020; 中山 2023; 薗2024c）。
このように、ワーケーションを介して地域と個人
が多様な形で結びつくことへの関心は、社会的に
も学術的にもますます高まっている。
　先行研究では、ワーケーションが参加者のスト
レス軽減や仕事満足度向上に効果があること

（Imai et al. 2025; Voll et al. 2022）、あるいは企業
人材のイノベーション促進に資する可能性がある
こと（Lee et al.、2024）が示されてきた。しかし、
それらは主に都市部のデジタルノマドやホワイト
カラー職の働き方に焦点を当てており、地域の文
化資源や住民との直接的な接触を含むワーケーシ
ョンの実践が、心理的・社会的側面にいかなる影
響を及ぼすのかは未検証であった。
　そこで本研究では、地域の文化資源や住民との
直接的な広義の学習体験要素を含むワーケーショ
ンを「ワデュケーション」と定義する。ワデュケ
ーションは、Work（仕事）＋Education（地域学
習）＋Vacation（休暇）を組み合わせた取り組み
を意味する。それは、ワーケーションの一環とし
て位置付けられるものである。具体的には企業の
従業員が地域を訪れ、リモートワークを活用して
本業の業務を行うとともに、副業やボランティア
といった形で地域の仕事を体験し、同時に住民と
の交流や文化的体験などを通して地域の魅力に触
れることで、その地域への理解を深め、関係人口
や移住定住に繋げるという取り組みである。

３．研究目的
　以上を踏まえ、本研究の目的は、秋田県鹿角市
において実施された「ワデュケーションプログラ
ム」が、参加者のウェルビーイングおよび地域と
の関係性に与える影響を実証的に検討することで
ある。
　本プログラムは、地域資源の活用、祭りへの参
加、地域交流、地域課題の検討など、多様な要素
を含んで構成されている。地域との関係性につい
ては、参加者の地域への興味・関心、リモートワ
ークの意欲、移住意向、地域貢献への意識などの

項目に着目し、地域住民との交流や伝統行事への
参加といった体験を通じて、それらの意識がどの
ように変化するかを測定した。
　具体的には、プログラムの参加前・第1回参加後・
第2回参加後の三時点に実施したアンケート調査
に基づき、主観的ウェルビーイング指標（Liveable 
Well-Being City指標等）および行動因子（Active 
QOL、センシュアス・シティ指標）の変化を反
復測定分散分析（repeated measures ANOVA）
により検討する。また、プログラムを通じた本業
への影響についても併せて考察し、地域創生と個
人の幸福感向上の双方に資するワデュケーション
の意義を明らかにすることを目指す。

４．研究仮説
　本研究では、地域の文化的・社会的資源に身体
的・感覚的に没入するプログラムへ参加の影響を
実証的に検討するために、以下の仮説を設定する。
H1：�ワデュケーションプログラムへ参加は、参

加者の主観的ウェルビーイングに有意な正
の影響を与える。

H2：�ワデュケーションプログラムへ参加は、参
加者の生活の質の行動因子（Active QOL）
に有意な正の影響を与える。

H3：�ワデュケーションプログラムへ参加は、参
加者の地域の魅力を五感で感じる行動因子

（センシュアス・シティ指標）に有意な正の
影響を与える。

H4：�ワデュケーションプログラムへ参加は、参
加者の本業（主たる業務や職場環境）への
意識・姿勢に有意な正の影響を与える。

H5：�ワデュケーションプログラムへ参加は、参
加者の地域との関係性（移住意欲、再訪意向、
地域産品購買意向等）醸成に有意な正の影
響を与える。

　これらの仮説を通じて、地域との感覚的・社会
的接触が個人のウェルビーイングと地域関係性の
変容に及ぼす構造的メカニズムを明らかにする。

研究対象・研究方法

１．研究対象の概要
　本研究は、NTT東日本地域循環型ミライ研究
所（ミライ研）が、秋田県鹿角市で実施したワデ
ュケーションプログラム（WP）における同一の
参加者を対象とした単一群の縦断的前後比較研究
である。
　鹿角市は、県の北東部、青森県、岩手県との県
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境にある人口27,000人弱の自治体である。十和田
八幡平国立公園やユネスコ世界無形文化遺産・国
重要無形民俗文化財の花輪ばやしで知られる。人
口は1955年をピークに減少しており、国立社会保
障・人口問題研究所は2040年には2万人台を割る
と推計している（鹿角市、2015: 2）。人口減少人
口構成の変化は、まちづくりや土地利用へも影響
するため、人口減少が進んだとしても活力を維持
できるまちづくりを進めている。
　WPは、鹿角市の地域交流および伝統文化体験
を通じた関係人口創出を目的として、2024年5月
に第一回、2024年8月に第二回を実施した。調査は、
ミライ研が、三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティ
ング株式会社（MURC）と、株式会社ANA総合
研究所（ANA総研）と実施した。
　参加者は、NTT 東日本、NTT西日本、MURC、
ANA総研などの社員で構成される。ミライ研は
それぞれの企業に対して広報を行い、希望者が参
加した。このうち、第一回の参加前、第一回参加
後、第二回参加後の三時点すべてにおいて調査に
回答した13人を、本研究における分析対象とした

（表1）。表1より、すべての回に参加していない者
がいるが、これは家庭や仕事上の理由で参加でき
なかった者である。また、対象者が地域に関係す

る仕事を行う企業の関係者に限定されている点は
注意する必要があり、一般化可能性にも留意が必
要であると考えられる。
　プログラムの実施内容は、地域資源の活用、祭
りの活用、地域交流、コミュニティの活用の4テ
ーマに整理できる（表2）。特徴として、地域住民
との交流会を設け、意見交換会を開催し、地域課
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表１　プログラム参加者

表２　プログラム内容の詳細



題の共有と議論を行ったこと、伝統祭「花輪ばや
し」に参加したこと、地域住民と協働で地域資源
を活用した新たな施策検討を行ったこと、地域産
業振興への理解を深めたこと、滞在先で参加者が
本業の業務継続を可能とする体制を整えたこと、
市内の観光資源をめぐり、魅力を五感で体験する
ツアーを実施したことなどが挙げられる。

２．研究方法
　研究対象は、鹿角市で実施されたワデュケーシ
ョンプログラムに参加した13人の域外居住者であ
る。調査対象者は、プログラムの第一回および第
二回に継続して参加した者とし、プログラム参加
前（2024年4月）、第一回参加後（2024年5月）、第
二回参加後（2024年8月）の三時点でアンケート
を実施した1）。なお、本調査の単純集計結果の一
部は「レポート“祭り“を起点とした継続的な関係
人口創出」として公開されている（地域循環型ミ
ライ研究所、2025）。
　本研究における主な測定指標は、主観的ウェル
ビーイング、行動因子、センシュアス・シティ指
標、本業への影響と地域との関係性等に関する指
標である。データは量的手法により解析し、プロ
グラム参加による各指標の変化を統計的に検証し
た。なお、それぞれの項目について、自由記述で
の回答を入手している。
　各測定指標の内容と構成項目については、表3
に示した。その上で、各項目の概要と背景、特徴
を示す。

主観的ウェルビーイング指標（地域生活のWell-
being）
　デジタル庁が策定したLiveable Well-Being City

（LWC）指標を参照し、個人因子に該当する項目
を用いて地域生活における満足度を評価した2）。
LWC指標とは、主観的幸福感指標である心、活
動実績指標である行動、生活環境指標である環境
の大きく3つの領域に分類され、5指標で構成され
る。一般社団法人スマートシティ・インスティチ
ュートが開発したもので、デジタル庁も導入して
いる3）。本研究では、「地域との相性」「自然の体感」

「地域行政への信頼」「生活の利便性」などを含む
8種24項目について、5段階（5非常にあてはまる
～1全くあてはまらない）で回答を求めた。

行動因子（Active QOL）
　Active QOLにおける行動因子とは、個人の生

活の質を「正の強化で維持される行動の選択方法
と量」で測定する要素を指す。本研究では、参加
者の日常生活における活動満足度を測定した。対
象とした活動には、①子育て、②地域活動、③文
化芸術活動、④買い物、⑤遊び・娯楽、⑥地域内
外での交流活動など8項目が含まれる。各活動に
ついて、直近1か月の経験を基に「そう思う（5点）」
から「そう思わない（1点）」の5段階で主観的満
足度を回答させた。

センシュアス・シティ指標（体験価値評価）
　センシュアス・シティ指標は、都市に暮らす人
が、日常どのような体験をし、どのように都市を
感じているのかを「体験」概念を用い、リアルな
納得感とともに魅力を可視化する物差しとして提
案されたものである（島原、2016）。本研究にお
いては、地域における五感を通じた体験価値を評
価する指標として、センシュアス・シティ指標を
援用した。具体的には、「機会がある」「街を感じ
る」「歩ける」「食文化が豊か」などを含む6種24
項目について4段階（4しょっちゅうある、3頻繁
ではないが回数あった、21～2回あった～1ほぼな
い）で評価した。この尺度は、「どちらともいえ
ない」といった中間的な回答傾向を排除し、実際
の体験頻度に基づく評価を得ることを意図して設
計された。また、本研究では他の変数との整合性
を保つため、分析に用いる際にはスケールの再構
成を行い、「4（しょっちゅうある）」を5、「3（頻
繁ではないが回数があった）」を4、「2（1～2回あ
った）」を3、「1（ほぼない）」はそのまま1として
再コーディングした。この変換により、センシュ
アス・シティ指標の評価が他の5段階尺度のデー
タと整合し、統計的な比較分析が可能となった。

本業への影響
　ワデュケーション経験が本業（勤務先での業務
遂行、職場環境）への意識・姿勢に与える影響を
測定した。対象とした側面は、「主体性の向上」「創
造性の向上」「仕事への意欲・モチベーションの
変化」「本業での新たな視点獲得」などの15項目
であり、5段階（5非常にあてはまる～1全くあて
はまらない）で自己評価を求めた。

地域との関係性
　地域との関係性深化に関する意識変容を測定し
た。測定項目は、「地域の地元仕事への興味」「移
住意向の変化」「鹿角市特産品の購入意向」「鹿角
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市への再訪意向」などの9項目で構成され、5段階
（5非常にあてはまる～1全くあてはまらない）で
回答を求めた。

３．分析方法
　本研究では、ワデュケーションプログラムの参
加前、第一回参加後、第二回参加後の三時点にお
ける各測定指標の変化を検討するため、はじめに
各尺度について信頼性分析（Cronbachのα係数）
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を実施した。
　つづいて、同一参加者に対して複数時点で繰り
返し測定されたデータ構造に適しており、時点間
の平均値の変化を統計的に検証可能であることか
ら、1要因の被験者内デザインに基づく反復測定
分散分析（repeated measures ANOVA）を用い
た。球面性の仮定の検討にはMauchlyの球面性検
定を実施し、この仮定が満たされない場合には、
Greenhouse-Geisserのイプシロン補正を用いて自
由度の調整を行った。
　さらに、測定時点間の差の検出にはBonferroni
法による多重比較を適用した。すべての統計解析
は、IBM社製SPSS Statistics Ver. 29を用いて実
施した。

分析結果

１．各測定指標の信頼性分析
　各測定指標の信頼性分析結果を表4に示す。各
尺度のCronbachのα係数には時点によるばらつ
きが見られたが、「センシュアス・シティ」およ
び「本業への影響」については、全時点において
αが.86以上となり、非常に高い内的整合性が確
認された。一方で、「地域との関係性」および「行
動因子」では、一部の時点においてαが.70を下
回っており、尺度項目間の整合性が一時的に低下

している可能性がある。ただし、いずれの尺度に
おいても「参加前」と「第二回」では一定の整合
性が確認されたことから、項目の削除等の調整は
行わず、当初の構成を維持して分析を実施した。
一時的な信頼性低下は、質問の意味の受け取り方
や実施状況によって回答の安定性が影響を受けた
可能性がある。

２．各測定指標の時点間における平均値の差
　三時点（参加前［T1］、第一回［T2］、第二回［T3］）
における参加者の評価変化を測定、すなわち仮説
を検証するため、「H1主観的ウェルビーイング指
標」、「H2行動因子（生活の質）」、「H3センシュア
ス・シティ指標」、「H4本業への影響」、「H5地域
との関係性」の5つの指標について反復測定分散
分析（repeated measures ANOVA）を実施した。
表5には統計的有意性の検定結果を示している。
　有意な変化が確認されたのは、「H5地域との関
係」と「H3センシュアス・シティ指標」であった。
　「H5地域との関係性」においては、T1からT2
およびT3にかけて有意な上昇が見られ、とくに
T1とT2間の差は顕著であった（p＜.001）。これは、
参加初期の段階で地域とのつながりが急速に構築
された可能性を示唆する。「H3センシュアス・シ
ティ指標」についても、T1とT2、T3の間でいず
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表４　各測定指標の信頼性分析結果

表５　各測定指標の時点間における平均値の差異の検定



れも有意な差が確認され、T1からの評価の上昇
が顕著であった（p=.015, .030）。これにより、プ
ログラム期間中には地域環境や生活空間に対する
評価が肯定的に変化したと考えられる。
　一方、有意な変化が確認されなかったのは、「H1
主観的ウェルビーイング指標」、「H2行動因子（生
活の質）」、「H4本業への影響」であった4）。「H1
主観的ウェルビーイング指標」では、T1からT3
にかけてわずかな上昇傾向が見られたが有意水準
には達しなかった。
　「H2行動因子」および「H4本業への影響」につ
いては、三時点を通じて有意な変化は確認されず、
いずれのペア比較においても統計的に有意な差は
見られなかった。これらの結果は、主観的幸福感
や職業的意識、行動変容といった個人的・心理的
側面の変化が、短期間では限定的である可能性を
示している。
　非有意であった「本業への影響」について、ワ
デュケーション後に「本業への影響」の上昇がみ
られなかった参加者の自由記述では、「地域理解
は深まったが、自治体営業での通信機器販売とい
う日常業務には直結しにくい」といった回答がみ
られた。本サンプルでは自治体営業等の職務で直
接の業務転用が想起しにくい参加者が一定数含ま
れていたことが、平均差の不呈示に寄与したと考
えられる。
　分析結果は、地域介入が「H5地域との関係性」
や「H3センシュアス・シティ指標」といった対
外的・環境的な認知においては比較的早期に効果
を発揮する一方で、生活の質や主観的幸福感とい
った内的・心理的側面については、変化が現れる
までに時間を要する可能性を示唆する。施策評価
においては、指標ごとに変化のタイミングと速度
が異なる点に留意し、多元的かつ中長期的な視点
からの検討が重要である。

考察・まとめ

　本研究は、鹿角市で実施されたワデュケーショ
ンプログラムを対象に、参加者の主観的ウェルビ
ーイングおよび地域との関係性に及ぼす影響を縦
断的に検証したものである。
　分析の結果、センシュアス・シティ指標におい
て、参加前と2回の参加後を比較した結果（H3）、
統計的に有意な上昇が確認された（p < .01）。ま
た、地域との関係性指標においても（H5）、参加
前と2回の参加後で有意な上昇が見られた（p < 
.001）。これらの結果から、地域空間と感情が結

びついた情動的経験や、参加者による地域社会と
の相互交流や協働体験によって、地域との関係性
が構築されたことを示唆している。
　主観的ウェルビーイング指標（H1）および本
業への影響（H4）については、いずれも統計的
に有意な変化は認められなかった。これは、幸福
感や職業的自己評価といった内的・心理的指標が、
短期の地域滞在や単発的な接触のみでは変容しに
くいことを示している。
　先行研究では、ワーケーションが心理的ストレ
スの緩和や仕事への満足度向上に寄与することが
報告されてきた（Imai et al. 2025; Voll et al. 2022）
が、本研究は先行研究では明らかにされてこなか
った地域住民との協働や祭礼参加といった身体
的・感覚的要素を含むワデュケーション型プログ
ラムの影響を明らかにした。とりわけ、都市住民
が日常生活圏外の地域で「五感を通じた経験」を
通して得る地域理解や感情的なつながりが、関係
人口の創出や移住意欲の形成につながるプロセス
を、定量的指標により実証した。ただし、本研究
はサンプル数が限られ、かつ対象が企業関係者に
限定されているため、得られた知見の一般化には
慎重を要する点は注意が必要である。
　他方で、「主観的ウェルビーイング」や「行動
因子」、「本業への影響」といった個人の内的・心
理的変数においては、有意な変化は確認されなか
った。これは、幸福感や職務認識の変容には、一
定の時間や主たる生活圏との関連の蓄積、あるい
は内発的動機づけの形成が必要であることを示唆
している。ワデュケーションが持つ関係構築機能
は明確であるが、それが生活満足度や職業上の充
実感にまで波及するには中長期的な関与が求めら
れる。
　なお、この結果は、短期観察や測定感度、参加
者構成により正負の変化が相殺された結果と考え
られる。本研究の非有意は「効果がない」との断
定ではなく、現行条件下では検出が難しかった可
能性を示すため、次段階では、より長い追跡、異
なる組織文脈での再検証、複数情報源による測定
を行う。
　分析結果から、以下のようなモデル的含意を提
示できる可能性がある。すなわち、地域との新た
な関係性は、（1）認知的理解（地域課題や文化の
知識獲得）、（2）感覚的経験（自然、食、行事な
どを五感で体験）、（3）社会的交流（住民との対
話や協働）という三層の接触を通じて、段階的に
構築される。この三層構造において、ワデュケー
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ションはとくに（2）と（3）を強く刺激する特徴
を有しており、短期的な関係構築に資することが
確認された（注5参照）5）。
　とくに、本研究が注目した感覚的経験の層は、
地域間移動でもたらされた参加者の身体や五感を
通じた地域経験が、場所への情緒的な親近感や共
鳴感を育む役割を果たしたことを明らかにした点
で、近年関心が高まる移動が健康やウェルビーイ
ングに与える影響に関する研究（Gatrell、2013）
と呼応する結果である。
　政策的含意しては、単なるリモートワーク支援
型のワーケーションにとどまらず、地域文化への
身体的・感覚的参加を伴うプログラムの有用性が
示唆される。
　また、ウェルビーイング向上を中長期的に目指
すのであれば、リピート参加や希望に応じた移住
や二拠点居住への段階的支援を含む施策設計が必
要である。
　本研究の新規性は、第一に、従来のワーケーシ
ョン研究が、都市部居住のホワイトカラーを対象
に、生産性向上といった要素に焦点を当ててきた
のに対し、ワデュケーションという新たな概念の
もと、住民との協働や文化への身体的・感覚的参
加といった「地域との相互行為」が与える影響を
明らかにした点にある。とくに、ワデュケーショ
ンを通した祭礼や地域資源を活用した共同活動を
通じた関係人口的な関与が、参加者の主観的評価
や地域志向にいかなる影響を与えるのかを明らか
にした点は、新たな知見である。
　第二に、先行研究の多くが単時点調査にとどま
っているのに対し、本研究は三時点の調査データ
を用い、介入前後の変化を定量的に明らかにした。
とくに「センシュアス・シティ指標」や「地域と
の関係性」指標といった空間体験および関係構築
に関する複合的尺度を用いた分析とその結果は、
先駆的な試みであり、実践的学術知の形成に資す
ると考える。
　本研究にはいくつかの課題がある。第一に、対
象者数が13名であり、母集団の代表性や一般化可
能性には限界がある。とくに、参加者が企業関係
者に限定されている点において、参加動機や地域
経験の受け止め方に一定のバイアスが含まれる可
能性がある。今後は、多様な背景をもつ参加者を
含めた検証が求められる。
　第二に、本研究は量的指標に基づく分析に焦点
を当てており、参加者の語りや体験の意味づけと
いった質的側面の分析は十分ではない。「感覚的

経験」や「地域との関係性」がどのように認知さ
れ、内面化されていくのかについては、追加イン
タビュー等を通じた補完が必要である。今後は、
より大規模なサンプルを対象とした調査を実施
し、地域や属性ごとの比較分析を進めるとともに、
混合研究によって、地域介入が個人のウェルビー
イングに与える影響のプロセスとメカニズムをよ
り精緻に明らかにする必要がある。
　また、時点をさらに拡張した追跡調査や、対象
地域の拡大、地域側の受け入れ主体の視点を取り
入れた双方向的分析も今後の重要な課題である。

特記事項

　第1著者は、NTT東日本株式会社より報酬を受
理している。

注
１）�本研究は最小リスクの匿名アンケートであり、所属機関の運用上、

倫理審査は行っていない。ただし、参加各社の許諾を得て、参
加者には目的・方法・活用範囲・任意参加・撤回権・匿名化・
雇用評価と無関係である旨を事前説明し、同意後に回答を取得
した。個票は研究チームのみが管理し、集計値のみを共有・公
表した。

２）�本研究では、LWCの個人因子を一般的なSWB尺度の代替ではな
く、地域文脈に特化した「地域生活満足」として採用する。実
務上の先行例として、ANA総合研究所のアグリ・スマートシテ
ィ構想事業において、地域協働型の取組の効果測定にLWCが用
いられている。LWC個人因子は居住地・生活圏に対する主観的
評価を多面的に把握でき、本研究が対象とする地域起点の介入
評価に適合する。以上より、本研究におけるLWCの位置づけは、
一般的SWB（WHO-5／SWLS等）を補完する領域尺度である。

３）�SCI-Japan事 務 局Webサ イ ト（ 最 終 閲 覧2025.10.6, https://sci-
japan.or.jp/LWCI/index.html）デジタル庁Webサイト（最終閲
覧2025.10.6, https://well-being.digital.go.jp/）

４）�自由記述回答では、本業に対してポジティブな影響があったこ
とを示すものも一定数存在した。

５）�参加者による「感覚的経験（自然、食、行事などを五感で体験）
については、自由記述より「自分も鹿角の伝統を守っていく一
人になれた」「夜通し参加する祭りだからこそ、非日常の中でノ
ンバーバルコミュニケーションも含めて人との距離が近づいた」

「歴史文化遺産を体験的に見られることで、地域の魅力を感じた」
という回答が得られた。また、「社会的交流（住民との対話や協
働）」については、「地域住民と話すきっかけになった」「祭りと
いう共通点ができ、参加という行動に誠意を感じてもらえたこ
とで、地域の方々と親密になった」「受け入れられるという体験
を通じて、域外に住む企業社員であっても、第二第三の里心を
持つことが可能だと感じた」といった回答が得られた。
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